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50年に1回の渇水15年に1回ロンドン

既往最大渇水７年に１回ニューヨーク

既往最大渇水11年に１回サンフランシスコ

10年に１回の渇水３年に１回東京

計画目標
現在の渇水
発生状況

都市名
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水

東
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五
輪
渇
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①

②

開発当時の20年で②位（１／１０）は、
近年では20年で⑤位（１／４）

(＝1,637mm)

近年の降雨の傾向をみると、利水安全度は低下近年の降雨の傾向をみると、利水安全度は低下
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近年の降雨の傾向により、水資源開発量の実力低下
（木曽川水系の例）

近年の降雨の傾向により、水資源開発量の実力低下
（木曽川水系の例）
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岩屋ﾀﾞﾑ

牧尾ﾀﾞﾑ

　　　　　　　開発水量
（昭和20年代前半～昭和40年代
前半の気象データを基にして
1/10渇水で計画しダム建設が
行われた。その施設の開発水量）

Ｈ６年渇水時における
供給可能水量

近年20年間における
気象データを基にした
1/10渇水時における
供給可能水量

気象変化による水資源開発水量の実力低下（木曽川水系の例）

92.7

52.9

29.5

（約６割）

（約３割）



気象状況の変化による利水安全度の低下

地球温暖化により100年後に西日本では積雪がほとんどなくなり、
日本海側では最深積雪深100cm以上の地域が大幅に減少と予測

地球温暖化により100年後に西日本では積雪がほとんどなくなり、
日本海側では最深積雪深100cm以上の地域が大幅に減少と予測

48

IPCCの第三次評価報告書によると

2100年には、1990年と比較して、

世界の、

　平均気温が1.4～5.8度の上昇する見通し

　海面水位が9～88cmの上昇する見通し

凡例

1cm未満

1cm以上 5cm未満

5cm以上 10cm未満

10cm以上 20cm未満

20cm以上 50cm未満

50cm以上100cm未満

100cm以上150cm未満

150cm以上

出典：農業環境技術研究所、井上聡、横山宏太郎、1998、「地球環境変化時における降積雪の変動予測」



出典：全国地盤沈下地域の概況（環境省2002年(平成14年)）

観測開始からＨ12年度までに地盤沈下が認められた地域

※　第四系とは、第四紀（現在から約170万年前に相当する地質学的
な年代の呼び方）に堆積した地層を言う。年代が新しいため、一
般に固結しておらず軟弱な地層である。

全国の主な平野では地盤沈下が発生全国の主な平野では地盤沈下が発生

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 49



出典：全国地盤沈下地域の概況（環境省1999年(平成11年)

地下水の取水規制等により、近年地盤沈下は沈静化傾向地下水の取水規制等により、近年地盤沈下は沈静化傾向

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 50



関東北部各県における近年の渇水の発生と地盤沈下状況
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栃木県野木町の地盤沈下状況

関
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水
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発
生
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沈
下
状
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近年の主な
渇水年

埼玉県鷲宮市（1994年撮影）

渇水時に地下水の汲み上げが多くなり、地盤沈下が進行渇水時に地下水の汲み上げが多くなり、地盤沈下が進行

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 51
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埼玉県鷲宮市（1994年撮影）



1995年（平成7年）

1994年(平成6年)7月22日～9月19日、利根川水系において30％の取水制
限が生じた。 出典：関東地区地盤沈下調査測量協議会編「関東地域地盤沈下等量線図」

注）図中、青色の部分は沈下、赤色は隆起を表す。

渇水年には地盤沈下が大幅に進行渇水年には地盤沈下が大幅に進行

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 52

渇水年
1994年(平成6年)



地下水汲み上げ等による地盤沈下で洪水氾濫の危険度が増大地下水汲み上げ等による地盤沈下で洪水氾濫の危険度が増大

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 53

地下水くみ上げ等によって起こる地盤沈下は、洪水氾濫の危険性を増大させています。
地盤沈下前後の標高を用いて氾濫シュミレーションを行ってみると、想定される浸水深
が増加することがわかります。　　　　　〈計画想定規模の氾濫による氾濫のシュミレーション〉

（100年前）地盤沈下前

（現在）地盤沈下後

木曽川左岸側
（愛知県西部）

凡例
■：０．５ｍ未満
■：０．５～１．０ｍ
■：１．０～２．０ｍ
■：２．０ｍ以上



地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保

洪水氾濫の被害を試算すると、
１００年間の地盤沈下の影響により被害額が大幅に増加

洪水氾濫の被害を試算すると、
１００年間の地盤沈下の影響により被害額が大幅に増加

54

出典：国土交通省資料（標高データは
国土地理院『水準測量データから求
めた日本列島１００年間の地殻上下
変動』より）

洪水氾濫シミュレーションによる

被害予測

地盤沈下前（約１００年前）と地盤沈下後（現況）
の標高データを用い、荒川、木曽川、大和川が
計画想定規模の洪水により氾濫した場合に想定
される浸水被害について、現況の土地利用状況
を前提に、地盤沈下前後の比較を行ったもの

〈 〉

江東デルタ地帯
最大沈下4.5m

愛知県西部
最大沈下1.5m

大阪市周辺
最大沈下1.2m

＋30cm2兆2,000億円大和川（大阪市周辺）

＋70cm　　 9,000億円木曽川（愛知県西部）

＋50cm3兆3,000億円荒　 川（江東デルタ地帯）

浸水深増加量
（平均）

被害額の増加



朝日新聞　栃木　2002/7/31 朝日新聞　岐阜　2002/2/14

地下水へ有害物質が混入した事例地下水へ有害物質が混入した事例

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 55



地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 56

河川水と地下水の水質の比較（その１）河川水と地下水の水質の比較（その１）

健康項目の環境基準値を超える地点数（平成5年から12年）
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出典：公共用水域の水質測定結果
　　　　地下水質測定結果（環境省）

※健康項目のうちＨ５以降測定しているものについて、
環境基準値を超える地点数が多い項目について整理



　注）ふっ素及びほう素は海水の影響により環境基準を超越した点を除いた地点数を記載 資料：平成14年版「環境白書」

      　河川と地下水共に環境基準値を超える地点がない項目は除く 　　　　平成14年版「環境統計集」
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東京都内88地点の地下水観測では、11地点で地下水中の

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基準を満たしていない

東京都内88地点の地下水観測では、11地点で地下水中の

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基準を満たしていない

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 58
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概況調査82地点と定期モニタリング調査6地点の合計
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硝酸性窒素濃度及び亜硝酸窒素濃度の合計

測定地点

硝酸性・亜硝酸性窒素による健康影響
硝酸性・亜硝酸性窒素が飲料水などに多く含まれると、血液の酸素運搬能力を阻害するメトヘモグロビン
血症を引き起こし、人の健康を害する恐れがあり、場合によっては死に至ることもあるといわれています。



少子高齢化、核家族化等により渇水被害ポテンシャルが増大

高齢者単独世帯は渇水時に水の確保が困難な「災害弱者」と
なることから、その増加に伴いダメージポテンシャルは増大

高齢者単独世帯は渇水時に水の確保が困難な「災害弱者」と
なることから、その増加に伴いダメージポテンシャルは増大
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出典：平成11年国民生活基礎調査

注）1995年(平成7年)の数値は兵庫県を除いたものである。
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